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 近年の日本では、経済発展により食生活も豊かになった。そのため、小児の

栄養問題は、欠乏症から飽食による食事の偏りあるいは特殊疾患における栄養

療法に移行している。しかし、小児において、肥満・脂質異常症・高血圧・糖

尿病などを発症した生活習慣病予備軍も増加している。また、幼児期の食習慣

は、成人期の食生活を含めた生活習慣に多大な影響を与えることから、幼少期

の栄養環境を整えることは非常に重要である。妊娠期および授乳期の食生活が

胎児と乳児の栄養環境に影響を与え、さらには将来の疾病発症および健康状態

にも影響を及ぼしている（Developmental origins of health and diseases：

DOHaD）。 

 最近、飽食の時代にもかかわらず、小児の栄養欠乏症（ビタミン D、ビタミン

B1、ビオチン、カルニチンなど）も散見される。これらの欠乏症は特徴的な栄養

環境において発症するが、決して珍しい疾患ではなく、どの小児にも発症する

可能性がある。小児科に関係するすべての医療スタッフがいつも留意するべき

問題でもある。 

本講演では、現在の小児の栄養環境とその問題について述べてみたい。 
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